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過

聴

者

み
ん
な

↑
」だ
ま
ハこ

の
年
を
重
ね
た

そ
の
知
恵
、

し
な
や
か
な
力
を

大
き
な
う
ね
り
へ
Ｈ

新
緑
も
あ

っ
と
い
う
間
に
梅
雨
の
季

節
で
す

）
皆
様
お
充
気
で
お
過
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す

金
融
不
安
、

消
費
れ
、

年
全

・
医
療

福
祉
の
改
悪
が
続
く
、

さ
ら
に
介
護

保
険
が
金
坊
し
て
き
ま
し
た
。

第
１４
回

定
期
結
会
は
、

こ
の
よ
う
な
な
か
で
開

か
れ
ま
す
。

生
活
防
衛
の
た
め
に
も
参

加
し
、　

一
緒
に
知
恵
を
出
し
あ
い
ま
し

ょ
つヽ
。

●

と

　

き

六
月
二
九
日
側

午
後

一
時

二
〇
分
～
四
時

０
と

こ

ろ

県
立
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

（Ｌ
ブ
ラ
ザ
）

円
附
会
議
ｉ

（電
話
）
〇
四
五
６３３
六

一
一
〇

●
交
　
通

Ｊ
Ｒ
棋
岸
線
石
川
町
駅
北
日
下
車

従
歩
五
分

●
総
会
議
案

二
十
五
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
．

●
講
　
話

「食
事
は
か
ら
だ
の
く
す
り
」

上
野
多
恵
十
氏

（管
理
栄
養
七
）

●
相
談
コ
ー
ナ
ー

年
　
　
金
　
山
口
順
久
氏
⌒社
労
■
）

相
続
遺
吉
　
生
方
式
羅
夫
氏

（行
政
書
上
）

こ
と
し
退
職
さ
れ
た
未
加
人
の
方
も
、

当
日
の
来
場
　
人
会
を
大
歓
迦
で
す
．

■
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
に
、

御
出
席
下

虫
ヽ
い
，

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

♪

♪

　

な
お
、

ご
出
席

の
方
に
は
　
♪

い
村
品
を
進
生
し
ま
す
。　
　
　
沖

ル
　
ま
た
、
総
会
終
ｒ
後
９
Ｆ
　
”

、
フ　
レ

ス
ト

ラ

ン

「
ガ

ル
」

に
お
　
♪

↓ヽ　
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
”

い

　

約

一
時
間
、

飲
物
、

年
食
　
”

♪
　
の
他
カ
ラ
オ
ケ
、

舞
踊
守
、
　

♪

Ｄ

飛
入
り
歓
迎
の
楽
し
い
心
温

ｐ

い
ま
る
一日
を
過
ご
し
ま
し
ょ

　
沖

、
Ｐ
，
　
　
、
「
フ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
コ
′

ト
ナ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

タ

ヽ

´
ヽ

夕
ヽ

″
ヽ

フ
ヽ

・
ド
モ
Ｄ
そ
，
そ
Ｐ
■
デ

ト
ナ
ト
ナ
ｂ
′
、
■
、
ｔ
Ｄ
″

はじめての観劇会、国立劇場で

4月 10日(3、国立劇場の新派公漬 「湯

島詰」「重ね扇」 を観 ました。35名の参

加があ りました。理めやらぬ余韻のうち

に場内での記念撮影 となりました。

(詳しくは6ページをご比ドさい.)

総
会
開
催
御
案
内

廷
職
者
こ
だ
ま
会
」
第

一
四
回
定
期
和総
△
ム
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一
九
九
七
年

（平
成
九
年
）
度

経

過

報

告

Ｉ
　
一二
委
員
会

の
活
動

＊
会
員
の
意
向
を
い
ち
早
く
察
知
し
、

情

報
提
供
を
　
　
　
　
（企
画
委
員
会
）

今
年
度
か
ら
総
務
企
画
委
員
会
を
企
画

委
員
会
に
改
め
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

年

金
問
題
、

旧
弘
済
会
の
互
助
年
金
等
の
不

安
に
つ
い
て
、

会
員
か
ら
の
問
合
わ
せ
が

あ
り
、

県
職
員
課

（地
方
共
済
県
支
部
▼

県
厚
生
福
利
振
興
会
と
接
触
を
は
か
り
、

公
的
年
金
情
報
や
互
助
年
金
の
運
営
状
況

を
把
握
し
会
報
を
通
じ
て
会
員

へ
の
情
報

提
供
を
し
ま
し
た
。
ま
た
会
員
か
ら
の
相

談
に
対
応
で
き
る
よ
う
相
談
窓
口
を
設
置

し
ま
し
た
が
、

法
律
、

税
務
等
の
専
門
家

の
依
頼
に
つ
い
て
は
、

県
職
労
と
話
し
合

い
、

対
応
で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
建
築
、

法
律
、

年
金
相
談
等
、

各

一
件
対
応
し
ま
し
た
。

ネ
会
報
の
年
四
回
発
刊
を
試
行
！

（広
報
編
集
委
員
会
）

「会
員
の
顔
の
見
え
る
会
報
づ
く
り
」

「情
報
を
い
ち
早
く
会
員
に
」
と
今
年
度

は
３８
～
４‐
号

（六
月
、

九
月
、　

一
月
、

三

月
）
四
回
の
発
行
を
試
行
し
ま
し
た
。

総

頁
３８
頁
で
そ
の
効
果
は
見
る
べ
き
も
の
が

あ

っ
た
も
の
の
、

他
方
で
予
算
を

大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
た
た
め
、

刊

行
回
数
に
再
考
を
要
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

＊
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
も
加
わ
っ
て

（趣
味
の
会
推
進
委
員
会
）

中
心
的
存
在
で
あ
る
歴
史
教
室

は

一
四
年
の
年
輪
を
か
ぞ
え
ま
し

た
。

今
年
度
は
鎌
合
を
中
心
に
教

室
六
回
、

歴
史
散
歩
二
回
を
実
施

し
ま
し
た
。

特
別
講
師
荒
井
太
郎

氏
の
献
身
的
奉
仕
に
よ
る
と
こ
ろ

大

で
す
。
「旅
行
の
会
」
は
、

春

（四
月
）
秋

（十

一
月
）
に
、

い

づ
れ
も
バ
ス

一
台
を
借
り
切

っ
て

行

い
ま
し
た
。
「健
康
ウ
ォ
ー
ク

の
△
Ｆ

（県
内
山
野
の
ハ
イ
キ
ン

グ
）
は
春
、

秋
と
二
回
行
い
、

参

加
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
し
く
「観
劇
の
会
」

と

「食
文
化
を
考
え
る
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
「観
劇
の
会
」
は
、

二
割
引
き
で
国
立
劇
場
の
新
派
公

演
を
四
月
に
三
五
名
の
参
加
を
得

て
行

い
、

女
性
会
員
の
反
応
も
よ

く
今
後
も
期
待
出
来
ま
す
。

ま
た

「食
文
化
を
考
え
る
会
」

は
、

従
来
行

っ
て
き
た

「
シ
ル
バ

ー
料
理
教
室
」
を
拡
大
し
て
、

健

康
に
よ
い
業
陪
料
理
と
抹
茶
の
た

1997年度 事 務局だより (主な行事など)

(1997 4 1～ 1998 3 31)

月 日 項 目 Ⅲ U  I     項      目

4

5

6

7

lよ

9 1tJ

15ブぐ

17抱一

1田わ

2■和

61り0

8水|

12月)

2■カ

3カ

28和

Ｍ
馴
　
醐
　
ｍ
ｍ
　
醐
ｍ
的
加
刷
　
に
印
Ю
加

広報編集委員会 (会報38号編集打ち合わせ)    |

企画委員会 趣 味の会推進委員会         |
旅行の会 「高遠の桜 書 光キlH開帳の旅J(近 畿日本|

′`ス29名)

第15回歴史散水 「茅ケ崎慎島の遣弥めぐⅢJは 3名|

県職労推薦かもめ会,員 (8名 )候 補者選定会議

会計監査

幹事会 (総会準備打ち合わせ)

会報38号刊行

企画委員会

第13回定期結会 (神奈川労働プラザ)

幹事会 “ヽ 表幹事 事 務局長 事 務局次長選出ナ

幹事会(新イ生員顔合わせ 今 年度活動計画打ち合わせ|

広報編集委員会 (今年度会報の編集企画 会 都39号編 |
集打ち合わせ)                i

企画委員会

赳味の会推進委員会

第29回歴史教室「鎌倉肝史奈録J(神奈Ⅲ自iむ会館36名|

幹事会 (政府究年全 医 環 介 護 消 費れ llt金利政

策等の改民要請書作成)

会報39号刊行

広報編集委員会 (会報40号編集打ち合わせ,

第16日歴史散歩 「北鎌倉から小町大路」(30名|

企画委員会

県職員課恩給年全班と懇談 (退駐者の年全関係のデー

タについて (生方 鈴 木 (工))

旅行の会 「五色沼散策と歴史の行会津の旅J(近 離日

本バス33名)

神奈川自治労達退職者会結会 (横浜市従会鶴)参 力D

県職員課恩給年金班へ必要とするデータの項目を提出

(生方 鈴 木 (三))

2 N↑1資文化を■しむ会 「業陪料理とお抹茶J (横i兵市健康

十 1昂十r七ンター 12名 )

1町 1卑戦員i県思俗午金llEに提出した項目の内 回 件口r能な

データを賞いその説明を受ける (4L方 鈴 木 (=))

ヽ↑ 健 康ウ十一ク 「筒た柄21世紀のキとin水の1電めぐⅢ」
19名

0( 県 厚生拒i」振興lh3会と青木 鈴 木 (■)が ほ1:ナ(「[助

会年金について)

幹事会 (F■助会年金争について|

1!1 神 奈川自治方連j基駐者会 「97千つくり文化禁J(横 IE

市lI会館)18名 参加

2ユ(会 計40号刊行

lJ月 県 雅労旗びらき

13,で広報編集委員会 (会社41号編集打ち合わせ)

10,～ 1神奈川自治労連担駐者会新年交流会 (■rJ

1 7口|
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の
し
み
を
加
え
た
会
と
し
て

一
一
月
に
行

い
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
会
貝
よ
り

「俳
句

の
会
」
「
習
字

の

会
」
な
ど
希
望
も
あ
り
趣
味
の
会
の
充
実

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会

は
、

独
立
採
算
制
で
す
が
、

事
務
局
に
負

担
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
世
話
人
を
確
保

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

工
　
△
西
員

八
〇
〇
名

を
超
え
る

昨
年
二
月
末
の
会
員
は
七
八
七
名

（年

会
員
七
九
名
、

終
身
会
員
七
〇
八
名
）
で

し
た
が
本
年
二
月
末
で
は
八
五
七
名

（年

会
貝
人
七
名
、

終
身
会
員
七
七
〇
名
）
で

あ
り
七
〇
名
の
増
加
で
す
。

本
年
度
の
県

職
員
課
主
催
、

県
職
労
各
支
部
主
催
の
説

明
会
で
の
反
応
も
よ
く
、

ま
た
管
理
職
の

加
入
等
、

幅
広
い
加
入
状
況
に
な

っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
世
情
不
安
の
中
で
、　

一
味

ち
が

っ
た
退
職
者
会
と
し
て
の

「
こ
だ
ま

会
」
の
活
動
と
福
利
厚
生
活
動

へ
の
期
待

に
よ
る
も
の
が
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

皿
　
△
西
の
運
営

来
厳
し
い
財
政
状
況

会
計
は

一
般
会
計
と
積
立
金
会
計
か
ら

成

っ
て
お
り
、

年
会
費
は
即
、　

一
般
会
計

収
入
と
な
り
ま
す
が
、

終
身
会
費
は
、

会

員
の
二
十
年
在
会
を
基
準
と
し
て
、

年
々

そ
の
二
十
分
の

一
を
収
入
と
し
、

残
金
は

積
立
金
会
計
に
入
れ
て
い
ま
す
。

県
職
労

の
交
付
金
は
会
の
事
業
推
進
の
基
と
な
る

も
の
で
す
が
、

本
年
度
は
十
万
円
の
減
と

な

っ
て
お
り
、

年
々
増
加
す
る
会
貝
に
対

処
し
て
財
政
は
厳
し
く
収
入
の
拡
大
に

一

層
の
努
力
が
必
要
で
す
。

来
幹
事
会
、

事
務
局
の
活
動

三
委
員
会
や
趣
味
の
会
の
各
部
会
の
運

営
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
委
員
又
は
世

話
人
の
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、

幹

事
が
手
分
け
し
て
各
会
の
運
営
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

事
務
局
体
制
は
、

毎
週
火
曜

日

一
〇
時
か
ら
四
時
ま
で
代
表
幹
事
以
下

五
名
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
県
職

労
三
階
の
事
務
所
に
詰
め
会
員
の
入
退
会
、

火
災
共
済
、

広
報
、

趣
味
の
会
運
営
な
ど

を
処
理
し
て
い
ま
す
が
、

週

一
回
の
活
動

で
は
限
界
が
あ
り
、

ま
た
通
勤
費
の
み
の

支
給
で
も
予
算
的
に
は
厳
し
い
現
状
で
す
。

効
率
的
な
事
務
体
制
を
考
え
た
い
も
の
で

す
。

今
後
は
事
業
収
入
の
増
大
な
ど

⌒例

え
ば
保
険
手
数
料
の
増
、

そ
の
他
）
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ⅳ
　
そ
の
他

神
奈
川
自
治
労
逗
退
職
者
会
と
連
携
を

は
か
り
、　

〓

一月

一
二
日
に
横
浜
市
従
会

館
で
行
わ
れ
た

「手
づ
く
り
文
化
祭
」
に

参
加
し
、

絵
画
や
手
芸
品
の
展
示
、

尺
人

の
演
奏
、

踊
り
な
ど
を
披
露
し
、

交
流
を

は
か
り
ま
し
た
。

ま
た

一
月

一
六
日
～

一
七
日
一運
子
で
行

わ
れ
た
新
年
交
流
会
に
参
加
し
連
帯
感
の

昂
揚
に
つ
と
め
ま
し
た
。

「
こ
だ
ま
会
」
の
Ｐ
Ｒ
も
か
ね
て
県
職

労
壮
年
部
の
総
会
、

研
修
会
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

一般会計 1997年 (平成 9年 )度 収支決算
支 出          (19974 1-199833D単 位 円J又

積立金会計 1997年 (平成 9年 )
支 出

度収支決算
( 1 9 9 7 4  1～ 1998 3 3 1 )単 位 円

それぞれの収支証拠書類 預

古怒国富士一 ①

J叉

会 計 監 査 報 告 1 9 9 7年(平成 9年 )度 一般会計並びに積立金会計について、

金通帳等の監査を致 しました結呆 妥 当に執行されているものと認めます。

」lk 日 予算須 決算額 摘 環 項 日 予算額 決算額 摘 要

l会 費 1 395 000 2 225 000 1活  動  費 800 000 1131436 会 只 碍 に 1半な つ 尋 栃 重

賀

年 会  費 195 000 225 000 旧 会 貞 52
新 全 国23

活
動
費

事 務 局 費 1  6 0 0 0 0 0 897 676

終 身 会 費 1 200 000 2 000 000 25000円 ×80名 行 動  皆 1 200000 333 760

2県 職労助成金 1 000 000 900 000 2広  報  費 1 500000 670 415 会報年3回を4回に試行

3事 業 収 入 470 000 515 122 3 総 会 費 4 5 0 0 0 0 438 852

1雑  収  入 22 767 127 598 4会  議  費 240 000 334 435 三委員会の活発化により

5積 立金取航し 740 000 ] 350 176 ン
判抑

ほ立全より索ヨ流用50 F6円

5通  信  費 200 000 194015

6見 舞 共 i斉費 250 000 250 976

6前 年度繰赳金 22 233 22 233 7棺  立  全 1 200 000 2 000 000

8予  備  費 10 000 0

計 3 650 000 5 140 129 計 3 650 000 5 140 129

項 日 予算額 決算領 拍 要 頂 日 予算御 決算額 摘 要

前年度繰越金 7 567 236 7 567 236 本 年 度 支 出 740 000 1 350 176 一般会計ヘ

本 年 度 収 入 1 232 764 2 030 562 次 年度繰赳 金 8 110 000 8 247 622

内

訳

積 立  金 1 200 000 2 000 o00 一般会Htより

82 764 30 562 労働金度定期預金

計 8 850 000 9 597 798 計 8 850 000 9 597 798

監査 上 野多恵子 ①1998年 4月 30日
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一
九
九
八
年

（平
成

一
〇
年
）
度

活

動

方

針

（案
）

Ｉ
　
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

昨
年
四
月
か
ら
消
費
税
が
五
％
に
ア
ッ

プ
さ
れ
、

九
月
に
は
医
療
費
の
改
悪
で
思

者
自
己
負
担
が
二
兆
円
も
増
え
、

特
別
成

税
の
廃
止
な
ど
、

こ
の

一
年
間
で
国
民
の

負
担
増
は
九
兆
円
に
も
の
は
っ
て
い
ま
す
。

一
一
月

一
七
日
に
北
海
道
拓
殖
銀
行
、

同

二
二
日
に
山

一
証
券
と
金
融
破
綻
が
相
次

ぎ
、

中
小
企
業
の
倒
産

・
小
売
り
商
店
街

の
京
退
　
株
価
の
低
迷
な
ど
、

日
本
の
経

清
は
深
刻
な
不
況
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

完
全
失
業
者
は
二
七
七
万
人
、

六
①
ｌ
六

四
才
男
性
の
失
業
率
は

一
①

。
四
％

（総

務
庁
四
月
二
八
日
発
表
）
と
最
悪
の
記
録

を
更
新
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
政
府
　
自
民
党
は
、

三
〇
兆
円
の
公
費
に
よ
る
銀
行
支
援
と
、

一
六
兆
円
の
ゼ
ネ

コ
ン
向
け
公
共
事
業
中

心
の

「
総
合
経
済
対
策
」
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、

昨
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
と
合
意

し
た
日
米
軍
事
協
力
指
針

（ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
を
具
体
化
し
、

米
軍
が
武
力
行
使
を

決
定
す
れ
ば
日
本
も
自
動
的
に
参
戦
す
る

「周
辺
事
態
措
置
法
」
実
を
国
会
に
提
出

し
て
い
ま
す
。

い
ま
日
本
は
戦
後
五
三
年

で
、

再
び
戦
争

へ
の
道
を
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年

一
一
月
、

年
金
審
議
会
は

「今

の

年
金
水
準
を
維
持
す
る
の
な
ら
保
険
料
を

二
倍

に
引
き
上
げ
る
。

そ
れ
が
嫌
な
ら
ば

年
金
文
給
額
を

四
〇
％
引
き
下
げ

る
。

」

と

い
う
五

つ
の
選
択
肢
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
政
府
　
厚
ｉ
行
は
来
年

一

月

の
通
常
国
会

に
年
令
改
悪
法
案
を
提
出

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
五
月
か
ら
、

難
病
忠
イ
医
療
貨

の

一
部
自

己
集
担

が
強
行

さ
れ
、

再
来

年

（二
〇
〇
〇
午
）
の
四
月
か
ら
実
施
さ
れ

る

「介
護
保
険
法
」
は
　
保
険
料
と
し
て

ヤ
均
月
額
二
、

大
Ｏ
Ｏ
円
、

夫
婦

で
五
、

二
〇
〇
円
を
午
今
か
ら
天
引
き

で
徴
収
し
、

さ
ら
に
対
か

っ
た
サ
ー
ビ
ス
賛
川

の

一
〇

％
を
利
用
料
と
し
て
負
担
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
さ
に

「第
二
の
消
費
税
」

で
す
。

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
保
障
す

る
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
や

ヘ
ル
パ
ー
の
増

員
な
ど
基
盤
整
備

の
見
通
し
も
な
く
、
「要

介
護
」

の
認
定
基
準
も
暖
味
な
ま
ま

「金

の
切
れ
目
が
介
護

の
切
れ
日
」
と
、

国
や

自
治
体
が
福
祉

の
責
任
を
放
菜
し
、

弱
者

高
齢
者

に
犠
性
と
魚
担
を
強

い
る
や
り
方

は
許
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

い
ま
、

先

の
見
え
な

い
深
刻
な
不
況

の

な
か
で
、

私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、

当
面
次

の
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「消
費
税
を
三
％
に
戻
し
、

斥
民
減

税
を
行

い
、

医
療
費
を
改
悪
前

に
戻
し
、

年
金
な
ど
社
会
保
障

の
改
悪
は
行
わ
な

い

こ
と
。

」

昨
年
、

東
京
都
議
選
で
焦
点

に
な

っ
た

「
シ
ル
バ
ー
バ
ス
の
廃
止
　
公
共
料
金
の

値
上
げ
　
老
人
医
療
費
の
助
成
廃
止
」
問

題
は
都
民
の
な
り
を
呼
び
、

新
し
い
都
議

会
で
撤
回
ま
た
は
否
決
さ
れ
、

今
回
的
に

大
き
な
彰
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

一
致
す
る
要
求
で
幅
広
く
手
を
つ
な
ざ

大
き
な
運
動
を
起
こ
し
、　

一
歩

一
歩
自
ら

の
努
力
で
切
り
開
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

工
　
活
動
方
針

１
　
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
楽
し
い
催
し

や
、

要
求
実
現

へ
の
取
り
組
み

ｏ
年
令
な
ど
社
会
保
障
の
政
悪
に
反
対
し
、

介
謹
保
険
の
充
実
を
求
め
、

「
南
消
費
枕

を
　
％
に
炭
す
よ
う
キ
名
活
動
な
ど
出
来

る
こ
と
か
ら
進
め
、

要
求
で

一
致
す
る
他

団
体
と
も
協
力
し
て
、

そ
の
実
現
を
は
か

り
ま
す
。

・
会
報
の
充
実
を
は
か
り
、

化
し
物
の
お

知
ら
せ
や
必
要
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

提
供
し
ま
す
。

・
法
律

・
税
務

。
年
金
　
建
築
リ
フ
オ
ー

ム
相
談
や
、

火
災
共
清

交
通
災
害
共
清

自
動
車
共
済

・
退
職
者
共
済
な
ど
終
身
保

障
制
度
、

が
ん
保
険
　
行
事
ス
ポ
ー
ツ
ゴ

ル
フ
保
険

・
コ
ー
プ
非
祭
な
ど
有
利
な
福

利
厚
生
を
充
実
し
ま
す
。

・
一
、

Ｏ
①
①
名
の
会
員
を
目
指
し
て
、

県
職
労
の
壮
年
部
や
各
支
部

・
協
議
会
等

と
協
力
し
、

現
職
組
合
員
と
日
常
的
な
つ

な
が
り
を
強
め
、

会
員
の
増
加
を
目
指
し

ま
す
。

２
　
急
が
れ
る
財
政
の
確
立

会
員
が
増
加
し
、

幹
事
会
　
三
委
員
会

の
活
動
が
活
発
に
な

っ
た
の
は
嬉
し
い
こ

と
で
す
。

こ
の
反
面
、

趣
味
の
会
が
独
立

採
算
制
を
取

っ
て
い
る
も
の
の
財
政
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
の
で
、

収
入
を
増
し

支
出
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
慶
弔
共
済

（全
労
済
）
は
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
い
の
で
、

会
独
自
の
次
の
方
求
を
取

り
飾
減
を
は
か
り
ま
す
。

◆
退
職
者
こ
だ
ま
会
弔
慰
金
規
定
◆

第

一
朱
　
〈
ム
員
が
死
亡
し
た
時
、

そ
の
遺

族
に
弔
忠
令

一
万
円
を
贈
る
。

た
だ
し
、

本
会
会
則
第
５
条

「
な
お

書
き
」
の
規
定
に
来
づ
く
会
員
に
つ
い

て
は
、

こ
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

付
　
則
　
こ
の
規
定
は
平
成

一
〇
年

一
二

月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

・
事
務
局
経
費
の

一
層
の
節
減
を
は
か
り
、

事
務
局
、

幹
事
会
、

三
委
員
会
な
ど
の
諸

活
動
に
参
加
す
る
会
貝
に
支
給
す
る
交
通

貸
に
つ
い
て
は
確
保
し
ま
す
。

・
保
険
関
係
な
ど
事
務
的
手
数
料
の
収
入

増
を
は
か
り
ま
す
。

・
印
刷
物

へ
の
広
告
に
よ
る
収
入
を
考
え

ま
す
。

３
　
事
務
局
体
制
の
強
化

事
務
局

・
役
員
間
の
意
志
疎
通
を
よ
り

紫
密
に
し
、

担
当
分
野
を
明
確
に
し
て
事

務
効
率
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

４
　
一高
齢
者
運
動

へ
の
参
加

全
国
、

県
、

市
レ
ベ
ル
の
退
職
者
会
や
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一向
齢
者
運
動
団
体
な
ど
と
交
流
、

通
梅
に

努
め
ま
す
。

５
　
一二
委
員
会
の
活
動
目
標

●
企
画
委
員
会

・
互
助
年
金
に
つ
い
て
安
全
に
違
用
す
る

よ
う
県
厚
生
福
利
新
興
会

へ
求
め
、

情
報

開
示
を
積
極
化
さ
せ
ま
す
。

・
年
金
を
め
ぐ

っ
て
地
共
済
神
奈
川
県
支

部

（県
職
員
課
）
と
懇
談
し
、

意
見
交
換

を
は
か
り
ま
す
。

・
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
考
え
る
学
習
会
等

に
参
加
し
、

必
要
な
情
報
提
供
を
行

い
ま

す
。

・
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く
会
員
に
知

ら
せ
、

科
目
の
設
定
や
財
政
確
立
の
方
向

を
提
案
し
ま
す
。

・
会
則
の
再
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

●
趣
味
の
会
推
進
委
員
会

・
会
員
の
特
技
や
趣
味
を
活
か
し
て
貰
い
、

俳
句

の
会
　
習
字
の
会
な
ど
新
し
い
メ
ニ

ュ
ー
を
増
や
す
努
力
を
し
ま
す
。

，
事
務
局
順
み
で
は
な
く
、

世
話
人
に
よ

る
自
主
的
な
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

・
現
在
あ
る
趣
味
の
会
は
、

参
加
者
の
増

大
と
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

●
広
報
編
集
委
員
会

・
会
報
は
年
三
回
総
頁
８６
頁
刊
行
と
し
、

四
回
の
試
行
は
留
保
し
て
再
検
討
し
ま
す
。

ｏ

「
み
ん
な
の
顔
の
見
え
る
会
報
」
か
ら
、

「会
員
の
参
加
す
る
会
報
」
を
目
指
し
ま

す
。

会
員
の
生
活
ル
ポ
を
続
け
ま
す
。

・
会
員
増
加
の
た
め
の
チ
ラ
シ
に
も
気
配

り
を
し
て
魅
力
を
増
す
よ
う
に
多
め
ま
す
。

一般会計 1998年 (平成10年)度 収支予算 (案)
支  出 (19981 1～ 1999 9 31)単 位 円

積立金会計 1998年 (平成10年)度 収支予算 (栗)
支 出          (19984 1～ 1999331)単 位 円人

岩済済岩景お林常常済済済常岩岩済済済X済 済常林常常済済済XX常 岩岩常済済党常党常常常常常常常常

言 3そ目を:骨暑ろ二骨宮a瞥 ]2壷景:雪陽鳥?暑民昼1陽1宮

コ    ロ 予算額 摘 要 項 r"額 要

l会     費 1 960 000 11活 動  費 1 000 000

本
〓
　
費

年 会  賞 210 000 e3000円 X70名 i舌
動
費

事務 局費 800 000 事務局関係交通資を合も

終 身会費 1 750 000 02500円 ×70名 行 動  賞 200 000 各種会合等参加宝

2県 職労交付金 900 009 2し、 報  費 500 000 年3回会報編集費及び会fFA発送貸イu

3事 業 H R入 570 000 合労活亭材経賃 3給  会  t 550 000 恐判会費を含む

1雑  収   入 200 000
結合恐親会負す'全2000円X50名
カン保険手数十18300 0円
硝金利日午

1公  訣  費 200 000 昨 年会 6回  委 員 会 2回
大会勧 誘 説明 会 1 0「

5'巳  イ吉  !!   200000

5f富上金取崩し 927 000
中

5 カ円 X コ ・
6' 電 1 有 ど  100000 本人死亡 1万 円

6前 年度操赳金 桔 t 全 199F●Ⅲ mす |』科ポ摺塊荘酔1冊卜
F0

S 千 備 費

三十 1 55「 000 i l     l i 吊 「 ( ) 0 0

項   目 ヤ算額 拍 夏 項   H   十 年額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 S 247 622 本 年 度 支 ‖! 927 000 一般会計へ操|'し

本 年 度 収 入 2 020 0oo 次 年 度 縦 赳 全 9 310 S22

内

訳

積 立  金 1 997 000 校会計より操入れ

千」   ま 23 000

計 10 267 622 計 10 267 622

常     V  /｀

  じ V″  ｀  r 4   ク ●  ン  ヽ ■ J     容  /   V″ 4   P I  ツ  」 い …
     x

常常常済構済林常常常常常常常常常常常常常常常常常岩常常常常キ林常岩岩常常岩常韓韓常常済拷済構済



1998年(平成10年)6月 1日 神奈サ|1県職労退職者こだま会報 第 4 2号 ( 6 )

平
成
九
年
度
総
会
で
提
案
さ
れ
た
観

劇
会
、

当
会
と
し
て
は
、

は
じ
め
て
の

事
業
に
な
る
の
で
、

幹
事
会
で
、

再
三

検
討
さ
れ
、

会
員
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け

る
企
画
に
し
た
い
Ｈ
　
劇
場
は
ど
こ
に
、

出
し
も
の
は
何
が
良
い
か
、

等
々
度
々

話
し
あ
い
ま
し
た
。

団
体
割
引
の
あ
る

劇
場
の
方
々
に
あ
た
り
、

東
京
の
国
立

劇
場
と
し
、

出
し
も
の
は
新
派
と
い
う

企
画
と
し
て
交
渉
の
結
果
四
月

一
〇
日

昼
の
部
と
決
ま
り
ま
し
た
。

会
報
に
の

せ
て
、

会
員
皆
様

へ
の
周
知
方
を
は
か

り
、

申
し
こ
み
の
あ

っ
た
方
に
は
、

年

の
瀬
の
昨

一
二
月
末
手

紙
で
、

詳
細
を
お
知
ら

せ
す
る
と
共
に
、　

一
寺

Ａ
席
の
団
体
割
引
料
金

を
予
め
払
い
こ
ん
で
頂

く
事
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
人
以
上
な
ら
団
体

割
引
と
い
う
事
で
、

呆

し
て
多
人
参
加
の
申
し

こ
み
が
あ
る
か
と
、

気

を
も
み
ま
し
た
が
、

役

員

一
同
声
を
か
け
あ
い
、

二
五
名
の
参
加
と
な
り
、

第

一
回
と
し

て
は
大
成
功
と
自
画
自
賞
。

ほ
っ
と
し

ま
し
た
。　

一
等
Ａ
席
の
真
中
位
舞
台
か

ら
１０
列
１１
列
目
と
見
や
す
い
席
を
手
に

入
れ
、

幸
い
当
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

三
々
五
々
劇
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

舞

台
は
泉
鏡
花
原
作
の

「湯
島
詣
」
で
幕

が
開
き
ま
し
た
。

明
治
の
し
っ
と
り
し

た
風
俗
が
お
り
な
す
湯
島
天
神
の
境
内
、

水
谷
八
重
子
、

波
乃
久
里
子
、

安
井
昌

治
等
々
、

新
派
十
人
番
、

男
と
女
の
恋

模
様
を
叙
情
豊
か
に
縁
る
新
派
の
世
界

に
、

時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
、

幕
あ
い

に
は
皆
で
記
合
に
写
真
を
パ
チ
リ
。

久

し
ぶ
り
に
着
物
を
き
て
み
た
と
か
、

年

を
忘
れ
何
と
な
く
率
や
い
だ
雰
囲
気
の

中
で
、

次
の
出
し
も
の
は

「重
ね
局
」

川
口
松
太
郎
晩
年
の
作
で
、

歌
舞
伎
役

者
の
物
語
り
を
ほ
ん
も
の
の
歌
舛
伎
役

者
、

中
村
橋
之
助
が
つ
と
め
、

波
乃
久

里
子
と
の
許
さ
れ
ぬ
恋
を
折
り
ま
ぜ
た

義
理
と
人
情
で
豊
か
に
つ
ゞ
る
芸
道
物

語
り
。

渋
い
三
味
線
の
音
色
と
物
悲
し

い
新
内
に
、

た
つ
パ
リ
新
派
の
情
緒
を

味
わ
い
、

劇
場
バ
ス
で
帰
と
に
。
こ
の

次
は
や
っ
ぱ
り
新
派
が
良
い
、

今
度
は

歌
舞
伎
が
見
た
い
等
々
。

観
劇
の
余
韻

を
た
の
し
み
ま
し
た
。

次
回
も
会
員
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（上
野
多
恵
子
）

,

|

春
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク

津
久
井

・
愛
甲
の

郡
境
志
田
峠
散
策

″
ク
％
ク
多
″
ク
多
ク
％
″
″″
″ク
″

４
月

８
日
は
お
釈
迦
様

の
誕
七
日
、

花

祭
り
。
日
本
列
島
は
桜
花

の
真
盛
り
。

す

っ
か
り
日
本

の
風
七
に
洛
け
込

ん
だ
仏
教

は
、

私
共
生
活

の
基
盤

に
息
づ
き
、

生
死

感

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

時

に
は
幼
少

時

の
記
憶

の
中

に
■
き
て
い
る
も

の
で
す
。

そ
れ
が
随
所

に
見
ら
れ
る
散
木
で
し
た
。

橋
本
駅

に
集
合
し
た

一
行

１８
名
は
、

バ

ス
で
清
正
光
人
Ｈ
で
下
車
、

日
的
地

へ
。

リ
ー
ダ
ー
は
土
地

に
明
る

い
佐
離
幸
夫
さ

ん
で
す
。

○
志
田
山
朝
日
寺

道
路
か
ら

い
き
な
り
見
上
げ
る
ば
か
り

の
二

一
三
段

の
石
段
。

斜

い
た
踏
面
も
あ

り
気
を

つ
け
な
が
ら
金
り
ま
し
た
。

立
派

な
本
堂
の
前
に
３
寸
位
の
お
釈
迦
様
の
立

像
が
安
置
さ
れ
、

廿
酒
が
用
意
し
て
あ
り

小
さ
な
社
は
椿
の
小
枝
で
章
か
れ
赤

い
花

の
色
が
日
に
染
み
ま
し
た
。

静
か
な
山
寺

の
た
た
ず
ま
い
で
す
。

庫
裡
に
上

っ
て
昼

食
、

大
黒
様
が
と
い
で
下
さ

っ
た
お
茶
の

お
い
し
か

っ
た
こ
と
。

①
旗
掛
け
の
松

高

い
所
か
ら
眺
望
す
る
、

誰
し
も
持

つ

願
望
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
合

戦
を
限
下
に
戦
況
を
判
断
し
な
が
ら
軍
配

を
右
に
た
に
振
り
手
勢
を
意
の
ま

ヽ
に
動

か
す
。

武
田
信
玄
公
旗
掛
の
松
な
る
所
が

途
中
に
あ
り
ま
し
た
。

つ
ず
ら
折
り
の
山

道
を
息
を
は
ず
ま
せ
て
登

っ
た
尾
根
先
で

す
。

由
来
を
記
し
た
石
碑
と
松
、

合
戦
の

指
揮
に
は
最
適
な
場
所
と
思
わ
れ
ま
す
。

腰
を
下
ろ
し
て
眺
め
る
平
成
の
今
は
、

許

か
な
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

〇
三
増
合
戦
場
跡
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上
志
田
バ
ス
停

の
そ
ば

に

「史
跡
〓
増

合
戦
場
」
と
の
大
き
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

今
を
去

る
事
円
二
九
年
前

の

一
五
六
九
年

甲
州
武
□
勢
と
小
田
原
北
条
勢
と

の
戦
跡
。

歴
史

に
詳
し
い
地
元
声
老

の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

双
方
合
わ
せ
て
五
万
人

に
も
及

ぶ
大
合
戦
。

数
千
人

の
戦
死
者
が
出
た
と

の
事
。
と

つ
と

つ
と
語
る
言
葉
は
、

ご
自

身

の
体
験
で
裏
付
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
地
下
数

１０
ｃｍ
の
と

こ
ろ
に
埋
葬
さ

れ
た
武
将

の
遺
骨
を
発
見
し
た
と
か
、

島

仕
事
を
し
て
い
る
と
兜

の
欽
形
が
出
て
き

た
寺

々
。

頭

の
中
に
中
世

の
余
韻
を
残
し

な
が
ら
こ
こ
に
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

今
日
は
陽
気
も
よ
く
、

花
　
古
利
　
史

跡
　
山
道

の
散
策
と
組
合
せ
も
よ
ろ
し
く

楽
し

い

一
日
で
し
た
。

　

　

（岸
　
一
衛
）

「

―卜
捉
帽
隆

○
歴
史
散
歩

（第

一
七
回
）

ナ
」

其
　ヽ
円
月
二
十
日
‐木‐

コ
ー
ス
　
鎌
倉
の
精
追
料
理
と
尼
寺
巡
り

参
加
者

　

千
人
名

説
明
杵
　
荒
井
太
郎
　
村
木
夫
享
雄
氏

増

回
は
新
様

の
町
天
気

に
め
ぐ
ま
れ
、

研
け
込
み
子

の
東
慶
寺

に
‐―‐１
か
う
。

東
慶

寺
は
，
度

の
見
学
な
の
で
、

今
回
は

一
般

に
は
公
開
さ
れ
て
な

い
、

神
研
究

の
鈴
木

大
拙
先
生

の
成
手
が
柴
め
ら
れ
て
る
松
ケ

岡
文
庫
及
び
寒
雲
亭
と
言
う
古

い
貴
二
な

茶
室
を
見
学
後
、

境
内

の
有
名
人

の
墓
を

め
ぐ
り
、

長
キ
寺

に
向
か
う
。

長
キ
寺
は
大
迪
り
に
両
し
た
問
は
問
ぎ

さ
れ
、亀

が
谷
坂
に
向
か
う
小
道

の
門
か
ら

入

つ
た
。

長
寿
寺
は
足
利
専
氏
の
ｒ
の
基
氏

が
父
の
キ
提
を
弔
う
ん
に
控
立
し
た
と
か
．

裏
山

に
尊
氏

の
室
と
言
わ
れ
る
五
輸
塔
が

あ
る
由
．精

進
料
理
は
次

々
と
出
さ
れ
味

の

良
さ
に
舌
づ

つ
み
を
打

っ
て
大
満
足
し
た
。

長
寿
寺
を
出

て
、

鎌
合
切
り
通
し
の
亀

が
谷
坂
を
越
え

て
ド
リ
Ｊ
Ｒ
の
ガ
ー
ド
を

は
る
と
英
勝
手

に
着

い
た
。
こ
の
十
は
非

公
開

で
前
も

っ
て
申
し
込

み
許
し
を
得
な

い
と
汗
観
出
来
な

い
の
で
付
木
氏

に
御
足

労
を
か
け
た
。

境
内
は
尼
＋
ら
し
く
清
た

な
た
た
住
ま

い
で
、

袴
腰
付
き

の
鐘
楼

や

庁
門
の
珍
し
さ
と
寺

の
名
は
家
求

の
側
生

お
勝

の
方
没
後
家
光
が
建
立
し
た
山
。

寿
福
寺
は
直
ぐ
隣
に
あ
る
感
じ
で
、

こ

こ
も
非
公
開

の
手

で
あ
る
。
こ
の
■
は
鎌

合
五
山

の

一
番
古

い
■
で
北
条
政
ｒ
が
栄

Ｈ
禅
師
を
開
山
と
し
て
創
建
し
た
と

の
年

、

総
円
か
ら
山
円
ま
で
の
御
影
有
の
参
道
は

新
様

の
立
木

で
美
し
く
仏
峨
前

に
ビ

ャ
ク

シ
ン
の
古

い
同
木
が
特
え
て
い
た
．

仏
峻

内

の
本
た
地
成
件
ば
立
像
は
、

台
庄
を

ふ

く
め
令
部

一
木
辻
―，
で
鎌
含
後
期

の
作

で

回
王
文

の
仏
像
と
か
３

■
を
出

て
小
町
迦
り
に
抜
け
て
〓
時

に

鉢
合
限
で
散
公
し
た
．

　

　

（神
谷
官
子
）

☆

残

念

、

春

の

旅

行

は

中

止

旅
行

の
会

の
本

の
企
画
は
、

参
加
者
が

予
定

に
及
ば
な
か

っ
た
た
め
、

中
止

い
た

し
ま
し
た
。

秋

の
企
画
を
お
楽
し
み
に
し

て
下
さ

い
。

丹沢を背に三増合戦場に集う

新緑の映える東慶寺茶望前にて

●
歴
史
教
室

（第
３２
回
）

と
　
き
　
し
川

一
二
日
印

一
■
十
　
七
時

テ
ー

マ
　
公
侠
お
庭
析

と
こ
ろ
　
イーー‐
奈
川
山
治
公
斜

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

●
食
文
化
を
考
え
る
会

健
床

で
す
ご
す
た
め
の
茉
幡
＝
即
の
作

り
方
を
＝

い
、

お

い
し

い
お
ホ
本
と
お
菓

十
で
た
の
し

い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
せ
ん

か
て

男
性
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

と
　
き
　
七
月

一
０
日
巾

一
一
時
十

一
九
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
に
床
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
Ｆ

（桜
木
町
収
前
）

講
　
師
　
■
野
多
ｇ
ｒ

（束
賭
健
康
づ

く
り
研
究
会
会
長
）

鈴
木
志
げ
子

（装
千
家
）

〈
〓
　
費

　

一
人
Ｏ
Ｏ
円

申
込
み
　
」（
月
ド
句
ま
で
に
、

住
所
、

氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し

た
葉
キ
を
事
務
局

へ
。

☆
趣
味

の
会
各
部
会

の
参
加
を
希
望
き
れ

る
会
員
は
、

事
務
局

へ
お
中
し
込
み
下

さ

い
。

電
話

　
ハ
ガ
キ
で
…
…
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一
九
九
七
年

一
二
月
九
日
に
国
会
で
成
立
し
、

二
〇
〇
〇
年
の
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護
保

険
は
　
こ
れ
か
ら
だ
さ
れ
る
厚
生
省
の
三
〇
〇

前
後
の
政
省
令
に
よ

っ
て
市
町
村
の
準
備
作
業

が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
市
町
村
は
、

高
齢
者
の
実
態
調
査
か
ら
は

じ
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
と
結
量
の
算
出

市
町
村
の
特
別
給
付
と
保
険
料
の
検
討
を
す
す

め
、

実
施
に
向
け
て
介
護
保
険
事
業
実
施
計
画

を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
と
併
せ
て
老
人
保
険
梅

祉
計
画
の
見
直
し
作
業
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

一　

保
険
料
は
所
得
に
応
じ
た
定
額
保
険
料
と

な
り
ま
す
。

◎
第

一
号
被
保
険
者
は
住
民
税
の
課
税
、

非
課

税
に
よ
っ
て
分
か
れ
ま
す
。

①
住
民
税
非
課
税
の
場
合

一
、

二
〇
〇
円
十
二
、

六
Ｏ
③
円

②
本
人
が
住
民
税
課
税
で

一
定
額
未
満
の
場
合

三
　
二
五
〇
円

③
本
人
が
住
民
税
課
税
で

一
定
額
以
上
の
場
合

三
、

九
〇
〇
円

０
六
五
歳
以
上
で
老
齢
年
全
が
月
額
三
万
円
以

上
は
年
金
よ
り
天
引
き
徴
収
と
な
り
ま
す
。

◎
第
二
号
被
保
険
者
は
医
療
保
険
料
と

一
括
徴

収
さ
れ
ま
す
。

◎
徴
収
猶
予
と
減
免
が
あ
り
ま
す

（第

一
四
二

条
）。
ま
た
、

滞
納
処
分

（第

一
号
松
保
険
者

…
第
六
七
条
～
六
九
条
）
と
し
て
、

過
去
に
保

険
料
の
未
納
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

保
険
給
付

の

一
時
差
し
止
め
や
介
護
給
付
率
の
九
割
か
ら

七
割
に
引
下
げ
が
あ
り
ま
す
。

二
、

保
険
給
付
の
内
容

（在
宅
十
施
設
十
市
町

村
の
特
別
給
付
）
は
、

次
の
通
り
で
す
。

◎
在
宅
に
関
す
る
給
付

Ｏ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
家
庭
訪
問

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
通
所

０
施
設

へ
の
短
刈
入
所

④
訪
問
入
浴

⑤
訪
問
看
護

⑥
リ
ハ
ビ
リ

（訪
問
　
通
所
）

Ｏ
医
師
等
に
よ
る
在
宅
療
盗
管
理
特
半

③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
介
枝

③
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス

⑪
住
宅
改
修

（手
す
り
の
取
り
つ
け
～
）

①
福
祉
用
具
の
貸
与
寺

⑫
ヶ
ア
了
不
ジ
メ
ン
ト

◎
施
設
に
関
す
る
給
付

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

②
老
人
保
健
施
設

①
療
養
型
病
床
群
等

●
療
養
型
病
床
群

●
老
人
性
痴
呆
疾
思
療
養
病
棟

●
介
護
力
強
化
病
院

◎
市
町
村
の
特
別
給
付

①
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

②
配
食
　
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど

三
、

利
用
の
手
続
き
は
、

市
町
村
で
扱
い
ま
す
。

①

「保
険
給
付
の
申
請
」

②
調
査
訪
間

（要
介
護
認
定
基
準
は
全
国

一
律

の
調
査
用
紙
で
実
施
）

①
介
護
保
険
審
査
会
で
審
査
　
判
定

④
要
支
援

（６
万
円
程
度
）
要
介
護

（
一
四
～

二
九
万
円
程
度
）
に
応
じ
た
給
付
額
が
設
定

Ｏ

「介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
に
沿

っ
て
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る

四
、

利
用
料
は
、

要
支
援
と
要
介
護
、

さ
ら
に

介
護
の
軽

。
中

・
重
度
に
よ
り
果
な
り
ま
す
。

ま
た
在
宅
か
、

入
院
か
に
よ
っ
て
も
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
述
べ
る
紙
面
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
次
の
参
考
の
み
と
し
ま
す
。

五
、

現
状
で
の
問
題
点
を
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
の
モ
デ
ル
事
業
か
ら
み
る
と

Ｏ
調
査
方
法
の
不
十
分
さ
、

詞
査
員
の
判
定
に

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、

調
査
方
法
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
調
査
対
象
者
の
家
族
関
係
、

地
域
的
条
件
等
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②
委
員
の
考
え
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、

審
査
過

程
に
お
い
て
判
断
の
違
い
が
あ
る
。ま
た

要

介
説
状
態
区
分
の
理
解
が
難
し
く
、自

立
や
要

支
援
、要

介
護
区
分
の
判
断
が
困
難
で

一
次
判

定
と
一
次
判
定
で
二
〇
％
も
変
更
が
あ

つ
た
。

Ｃ
保
険
結
付
費
は
国
の
見
通
し
を
か
な
り
上
回

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

補
行
な
費
用
推
計

を
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
。

一〕
特
別
養
池
老
人
ホ
ー
ム
が
不
足
す
る
の
で
、

施
設
整
備
補
助
を
優
先
さ
せ
、

老
人
保
険
福

４‐Ｌ
計

―由ｉ
以
上
の
基
盤
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

六
、

い
く
つ
か
の
問
題
と
今
後
の
取
り
組
み

今
回
成
立
し
た
介
控
保
険
法
は
、

高
齢
者
を

取
り
巻
く
現
状
を
打
開
す
る
の
で
は
な
く
、

い

ま
現
に
受
け
て
い
る
介
護
保
険
さ
え
も
後
退
さ

せ
、

国
民
の
切
実
な
願

い
と
期
待
か
ら
か
け
は

な
れ
て

「保
険
あ

っ
て
介
護
な
し
」
と
い
っ
た

介
設
保
険
制
度
で
す
。

●
基
本
的
に
措
置
費
か
ら
保
険
料
に
な
っ
た
こ
と
。

０
サ
ー
ビ
ス
の
単
位

（介
護
の
時
間
）
を
大
幅

に
短
縮
し
て
い
る
こ
と
。

０
高
齢
社
会
対
策
基
本
法

（平
成
七
年
法
律
第

一
二
九
号
）
を
守

っ
て
い
な
い
こ
と
。

●
市
町
村
に
よ
っ
て
、

保
険
料
と
サ
ー
ビ
ス
が

違

っ
て
く
る
こ
と
。

Ｏ
保
険
料
滞
納
者
に
罰
則
規
定
が
あ
る
こ
と
。

Ｃ
す
で
に
保
険
料
未
払

い
、

滞
納
者
対
策
と
し

て
六
五
歳
以
卜
の
痴
ほ
う
症
者
や
障
害
者
の

財
産
管
理
を
市
町
村
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
。

０
痴
ほ
■ヽ
狂
で
な
い
と
判
定
さ
れ
る
と
、ど

一年
以
内

に
老
人
施
設
や
病
院
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
。

①
人
件
貸
削
減
の
た
め
、

臨
時
職
員
や
パ
ー
ト

の
導
入
が
進
め
ら
れ
現
行
正
規
職
員
の
首
切

り
が
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
　
具
体
的
に
各

県
　
市
町
村
の
計
画
達
成
状
況
を
調
査
　
分
析

し
遅
れ
て
い
る
県
や
市
町
村
に
対
し
て
介
護
対

策
に
全
力
を
上
げ
る
よ
う
強
く
要
請
　
交
渉
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

　

　

（川
井
弘
次
）

(参 考 )

蓄ぞ険
し も 料

在宅介護サービスの場合の利用者負担(1か 月あたり)

詔定項目 判定区分 1支 綸基準限度額 Fl 用  料

要 支 援 虚SSのケース 601000円

要介護 1) 軽度のケース 140 000～
畜0 000口 利用料の 1割

要介護12) 中度のケース
180 000'rl

170 000～

6 000円

Ⅲ

2900 0円

要介護(3) 重度のケース
270000円

210 000～

要介護14) 痴呆のケース 230000円

要介護15) 重度のケース 230 000～
290 000F14
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と

退
職
者
の
対
応

「金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
」
と
は
、

二
〇
〇

一
年
完
成
を
目
標
に
平
成
八
年

一
一
月
に

示
さ
れ
た
金
融
規
則
緩
和
政
策
の
こ
と
を

い
う
。
こ
の
政
策
は
、

こ
れ
ま
で
敷
か
れ

て
き
た
金
融
取
引
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

規
制
を
取
り
払

い
、

日
本
の
金
融
市
場
を

自
由

（
フ
リ
ー
）
で
公
明
止
大

（
フ
ェ
ア
）

な
、

国
際
的

（グ
ロ
ー
バ
ル
）
な
市
場
に

変
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。
し
た
が

っ
て
、　

一
般
個
人
が
金
融
機
関
か
ら
多
彩

な
サ
ー
ビ
ス
や
高
度
な
貯
蓄
商
品
を
利
用

出
来
る
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
る
が
、

反
面
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

「預
け
て
他
人
ま
か

せ
」
の
鎖
国
的
貯
金
は
成
り
立
た
な
く
、

デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
か
ね
な
い
。

あ
る

新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

約
９０
％

が

「
日
本
版
ビ

ッ
ク
バ
ン
」
を
知

っ
て
い

る
も
の
の
、

内
容
を
知

っ
て
い
る
と
答
え

た
人
は
２９
％
、

そ
し
て
約
４８
％
が
″不

安
″

と
回
答
し
て
い
る
。

○
ゆ

っ
く
り
鋼
べ
て
、

対
応
を

幸

い
な
こ
と
に
、

我
々
退
職
者
は
、

金

融
機
関
は
勿
論
、

金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
に
直

接
影
響
す
る
企
業
等
に
携
わ

っ
て
い
る
訳

で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
必
要
な

貯
え
や
、

家
計
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

な
知
識
や
心
格
え
を
持

っ
て
お
ら
れ
ば
よ

い
と

い
え
よ
う
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、

外
国
の
金
融
機
関

（銀
行
、

証
券
、

生
保
な
ど
）
の
狙
い
は
、

世
界

一
と
い
わ
れ
る
日
本
個
人
資
産

一
、

二
〇
〇
兆
円
の
獲
得
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
か
ら
内
外
の
金
融
機
関
、

先
物
取
引

や
得
体
の
知
れ
な
い
企
業

（例
え
ば
、

か

つ
て
の
争
田
商
事
の
よ
う
な
）
か
ら
執
よ

う
な
勧
誘
が
直
接
訪
門
や
電
話
で
行
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
ら
、

撃
退
方

法
も
考
え
た
方
が
よ
い
。

要
は
過
剰
な
対

応
を
し
な
い
こ
と
だ
。
「自
分
の
こ
と
は

自
分
で
よ
く
考
え
て
決
め
る
か
ら
、

余
■

な
お
節
介
無
用
」
と
か
、

証
券
会
社
に
は

「あ
な
た
の
会
社
は
大
幅
な
赤
字
決
算
な

の
に
、

他
人
に
儲
か
る
話
を
す
る
資
格
が

あ
る
の
か
」
な
ど
私
が
よ
く
使
う
撃
退
手

段
で
ご
参
考
迄
に
。

同
知
の
と
お
り
、

二
〇
〇

一
年
三
月
ま

で
は
法
律
で
個
人
預
金
が

一
千
万
円
ま
で

全
額
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
降
は
金
融
機
関
の
選
択
肢
が
自
身

の
判
断
や
責
任
と
な
り
優
劣
の
判
断
が
必

要
と
な
る
。

金
融
機
関
自
体
も
体
質
改
善

の
自
己
査
危
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
、

日
下

懸
命
に
不
良
債
権
処
理
に
当
た

っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
、

素
人
が
、

金
融
機
関
を
判
断

す
る
材
料
と
し
て
は
、

新
聞
紙
上
で
の
株

式
市
場
の
株
価
が
あ
る
。

時
々
目
を
通
す

と
よ
い
。
こ
の
他
多
少
記
事
が
オ
ー
バ
気

味
も
あ
る
が
週
刊
誌
、
も

っ
と
興
味
の
あ

る
方
は

『週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
や

『束

洋
経
済
』
な
ど
専
門
誌
が
あ
る
。
と
も
か

く
、

こ
の
よ
う
に
、

少
な
く
と
も

一
年
位

は
多
少
関
心
を
も

っ
て
金
融
ビ

ッ
ク
バ
ン

時
代
に
対
応
し
、

内
外
金
融
機
関
の
預
貯

金
資
料
な
ど
集
め
て
研
究
さ
れ
る
よ
う
お

す
す
め
す
る
。

○
労
働
金
庫

〓
信
用
金
庫
の
活
用

人
都
市
銀
行
だ
け
で
な
く
、

県
内
に
は
、

企
回
円

一
〇
あ
る
信
用
今
庫
の
う
ち
、

体

力
、

安
全
庄
診
断
評
価
の
高

い
第

■
位
の

中
栄
信
用
金
庁

一木
野
市
）
を
始
め
、

川

崎
信
用
金
庫

（担
令
高

一
兆
二
十
億
円
、

企

国

十六
位
）、
横
浜
信
用
金
庫

一預
金
高

兆
　
千
億
円
、

令
同

一
二
七
位
）
な
ど
仝
田

的
に
実
力
あ
る
も
の
が
あ
る
の
で
注
日
し

て
よ
い

（『週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
参
照
）
。

そ
れ
と
、

同
じ
信
用
金
庫
系
列
の
神
奈
川

県
労
働
金
庫
が
あ
る
。

預
今
高
六
千
億
円
、

全
国
四
七
労
働
全
庫
の
中
で
第

二
位
、

県

内
で
は
五
番
目
の
預
今
高
を
も

っ
て
い
る
。

一
〇
年
後
に
は
労
働
金
序
が
全
国
的
に
続

合
し
、

巨
大
な
金
融
機
関
が
実
現
す
る
予

定
で
あ
る
。

な
お
、

金
融
ビ

ッ
ク
バ
ン
に

備
え
て
各
銀
行
信
用
金
序
と
も
請
求
す
れ

ば
、

財
務
内
容
な
ど
の
資
料
を
く
れ
る
。

信
用
金
庫

（労
働
金
庫
を
合
め
）
は

一
般

銀
行
よ
り
若
千
金
利
が
高

い
だ
け
で
な
く
、

「年
金
田
座
友
の
会
」
な
ど
が
あ
り
、

年

に

一
～
二
回
、　

一
般
で
は
な
か
な
か
行
け

な
い
、　

一
流
乃
至
超

一
流
の
温
泉
旅
館
の

実
費
的
招
待
や
誕
生
日
な
ど
の
記
合
品
な

ど
、

キ
メ
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ

る
の
で
、

新
し
い
金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
時
代

へ
向
け
て
退
職
者
と
し
て
も

っ
と
活
用
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
（児
玉
）

年
金

ニ

ュ
ー
ス

年
全
財
源
を

消
費
税
で

（厚
生
省
）

厚
ｉ
省
は
来
年
の
公
的
年
金
の
「改
革
」

を
検
討
し
て
い
る
年
全
審
議
会

（厚
生
大

臣
の
許
間
機
関
）
に
国
民
年
今

（基
礎
年

全
）
の
保
険
料
を
税
方
式
に
し
た
場
合
の

試
算
を
提
示
し
ま
し
た
。

試
算
で
は
国
民

年
全
に
必
要
な
保
険
料
負
担
を

「年
金
目

的
消
費
税
」
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
し

た
と
き
、

消
費
税
率
を
現
行
の
五
％
か
ら

人
　
工
％
と
〓
　
二
％
消
費
税
■
を
あ
げ

れ
ば
よ
い
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
税
収
入

に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
は
ゼ
ロ

（現
行

は
月

一
万
三
千
三
百
円
）
に
、

厚
生
年
金

保
険
料
は

一
三
　
〇
五
％
と
現
行
よ
り
四

三
％

（
い
ず
れ
も
労
使
折
半
）
下
が
る

と
し
て
い
ま
す
。

今
、

政
府

・
厚
生
省
が
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
以
上
消
費
税
を
引

上
げ
て
国
民
を
苦
し
め
る
こ
と
で
は
な
く
、

九
四
年
の
年
金
改
定
の
と
き

「基
礎
年
金

の
国
庫
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

現
行

三
分
の

一
か
ら
三
分
の

一
を
目
途
に
引
き

上
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
」
と
い
う
国
会

の
付
帯
決
議
を
速
や
か
に
実
現
す
る
こ
と

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
口
）
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『腹
人
分
目
』
が

長
生
き
の
近
道

合
べ
豊
ざ
は

「
故
生
」

「養
生
」
は

「長
ｉ
き
」
の
近
道
で
す
。

「養
生
」
と
い
う
の
は
、

文
字
ど
お
り

「生
命
」
を

「養
う
」
こ
と
で
あ
り
、

億

康
を
維
持
す
る
こ
と
。

過
飲
過
食
は
、

成
人
病
の
も
と
を
作
り
、

健
康
を
悪
く
す
る
と
い
う
点
で
は
「殺
生
」
、

つ
ま
り

「生
」
を

「殺
す
」
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

食
べ
過
ぎ
は
、

カ
ロ
リ
ー
の
オ
ー
バ
ー
、

栄
養
の
過
剰
と
な

っ
て
脂
肪
が
増
え
、

肥

満
や
動
脈
硬
化
、

楢
尿
病
、

通
風
、

ガ
ン
、

心
臓
病
な
ど
に
結
び
つ
き
や
す
く
な
り
、

と
て
も
長
生
き
な
ど
無
理
と
い
つ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。

食
べ
過
ぎ
は
、

命
を
縮
め
る
の
で
す
。

『腹
八
分
自
の
長
ネ
法
』

江
戸
時
代

に
、
「養
生
」

の
名
人
が

い

ま
し
た
。

貝
原
益
軒
で
す
。

い
ま
か
ら
三
〇
〇
年

に
ど
前
の
長
寿
学
の
大
家
で
、有

名
な
『養

生
訓
』

の
中
で
、

次
の
よ
う
に
語

っ
て
い

ま
す
。

「
元
気
は
■
命
の
も
と
で
あ
り
、

飲
食

は
生
命
の
差

い
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

飲
食
は
い
ち
ば
ん
必
要
な
も
の
で
あ
―，
、

半
日
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

飲
食
は
人
の
大
欲
だ
か
ら
　
ほ
し
い
ま
ま

に
す
れ
ば
度
を
過
ご
し
て
、　

い
ろ
い
ろ
病

気
を
引
き
お
こ
し
、
し
ま
い
に
は
命
ま
で

落
と
す
こ
と
に
な
る
の
だ
」

「腹
人
分
日
の
健
康
長
寿
法
」
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

「長
率
」
と

「短
命
」
の
分
れ
目
こ
そ
、

「腹
人
分
日
」
を
守
れ
る
か
ど
う
か
で
あ

る
が
、

長
生
き
し
た
い
と
思
う
な
ら
、

決

し
て
、

欲
に
負
け
て
飽
食
し
て
は
な
ら
な

い
と
、

い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
は
、

益
軒
は
人
間
の
寿
命
の
限
界
を
、

ど
の
あ
た
り
に
置
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
「人
の
寿
命
は
百
年
を
期
限
と
す
る
。

上
寿
と

い
う
の
は
百
歳
の
こ
と
で
あ
り
、

中
寿
は
八
十
歳
、

下
寿
は
六
十
歳
を
い
う
」

と
し
、

努
力
す
れ
ば
、

百
歳
ま
で
生
き
ら

れ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

百
歳
ま
で
長
～
き
す
る
た
め
に
も
、

欲

に
ま
か
せ
て
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る
の

は
よ
く
な
い
こ
と
だ
、

と
記
し
常
に

「腹

人
分
目
」
を
守
る
の
が
よ
い
と

い
つ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
■全
労
災
だ
よ
り
」
よ
り

競
せ
登

ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
気
楽
に
老
い
る

吉
沢
　
久
子
者

昨
年
、

一朝

口
新
聞
」
家
庭
面

に
と
載

し
た

「
シ
ル
バ
ー
作
故

　

一
人
暮
ら
し
」

を
中
心

に
、

他

の
環
体

に
執
筆
し
た
も

の

を
加
え
て
ま
と
め
た

）

十
余
年
前

に
大
を
見
送
１ナ
、

今
年

人
―

歳
を
迎
え
た
著
者
が
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の

楽
し
み
方
と
と
も

に
、

必
要
な
心
樟
え
な

ど
を
生
活
に
即
し
て
つ
づ
る
。

た
と
え
ば
食
生
活
．

食

べ
物

に
つ
い
て

は
、

あ
れ
が

い
け
な

い
、

こ
れ
が

い
い
な

ど
と

い
う
多
す
ぎ
る
情
報
に
ま
ど
わ
さ
れ

ず
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

お

い
し
く
食

べ
て

い
れ
ば

い
い
。

そ
し
て

「
お

い
し
く
食

ベ

て
、

元
気

に
死
ぬ
」

の
が

い
い
と

い
う
。

こ
の
考
え
方
を
も
と
に
著
者
が
実
行
し
て

い
る
買

い
物
や
調
理
の
工
夫
、

外
食

の
楽

し
み
方
、
「食

べ
友
逆
」
を
も

つ
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
方
、

無
精
に
な
り
が
ち
な
生
活

の
注

意
点
や
、

外
出
先
で
万

一
倒
れ
た
と
き

の

用
意
な
ど
も
。　

一
人
暮
ら
し
に
限
ら
ず
、

「老

い
方
」

の
ヒ
ン
ト
が
多

い
。

（講
談
社
、

本
体
千
五
百
円
）

（９８
・
４
・
２９
　
朝
日
）

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
御
案
内
」

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
御
希

望
の
方
に
は
、

規
約
　
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

●
所

在

地

〒
２３‐
ｌ

ｍ

横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

（３
Ｆ
分
室
）

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
工
（２０‐
〓

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

①
四
五
（２‐２
と
一二

七
九

会
費
関
係

仰
人

△
ム
金
　
な
し

０
終
身
会
費
　
〓
一五
、

な
お
、

年
会
貸
三
、

あ
り
ま
す
。

〇
〇
〇
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
も
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